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 令和５年度 第２回経営協議会 議事録 

 

日  時：令和５年１２月５日（火）1０：30～12：00 

出 席 者：稲永議長（理事長）、浅田委員（学長）、井上委員（専務理事）、森委員（理事）、 

金子委員、徳永委員、庄野委員、渋沢委員、橋本委員（副学長）、岩重委員（副学 

長）、大塚委員（副学長）、松崎委員（副学長） 

秋山監事、池田監事 

場  所：長崎県立大学佐世保校第 1 会議室・第 2 会議室 

 

○配付資料 

【資料 １ 】令和６年度長崎県公立大学法人予算編成方針（案） 

【資料 ２ 】長崎県公立大学法人の賃金改定について 

 【資料 ３ 】長崎県公立大学法人各種料金徴収規程の改正について 

【資料 ４ 】令和５年度長崎県公立大学法人補正予算（案） 

 【資料 ５ 】本学が利用するサーバーへの不正アクセスについて 

 【資料 ６ 】年度計画・評価の廃止と今後の対応について 

 【資料 ７ 】令和５年度卒業予定者内定取得状況（11 月 30 日現在） 

【資料 ８ 】第４期中期計画の変更について 

 

 

○議  事 

【審議事項】 

(1) 令和６年度予算編成方針（案）について 

(2) 長崎県公立大学法人の賃金改定について 

(3) 長崎県公立大学法人各種料金徴収規程の改正について 

(4) 令和５年度補正予算（案）について 

(5) 第４期中期計画の変更について 

 

  【報告事項】 

(1) 本学が利用するサーバーへの不正アクセスについて 

(2) 年度計画・評価の廃止と今後の対応について 

(3) 令和５年度卒業予定者内定取得状況について 
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【審議事項（１）】令和６年度予算編成方針（案）について 

  事務局より資料１に基づき説明を行い、案のとおり了承された。 

  令和６年度予算については、今後、編成作業を行い、３月の経営協議会におい 

て予算案をご審議いただきたい。 

 

【審議事項（2）】長崎県公立大学法人の賃金改定について 

  事務局より資料 2 に基づき説明を行い、案のとおり承認された。 

   

【審議事項（3）】長崎県公立大学法人各種料金徴収規程の改正について 

  事務局より資料３に基づき説明を行い、案のとおり了承された。 

（主な質疑等） 

 委 員）施設の使用状況を教えてほしい。 

事務局）資格試験などの会場として使用されることが多い。令和４年度の実績は、

佐世保校で 38 件、シーボルト校で 45 件、使用料は両校であわせて 200

万円弱となっている。 

委 員）今後、施設使用を増やしていく戦略があれば聞かせてほしい。 

事務局）ホームページへの掲載はしているが、施設使用を増やすために工夫できる

部分がないか検討してまいりたい。 

 

【報告事項（1）】本学が利用するサーバーへの不正アクセスについて 

事務局より、審議事項（4）をご審議いただくにあたり、先に報告事項（1）に

ついて、資料５に基づき、発生時から現在の状況および今後の対応について報告を

行った。 

（主な質疑等） 

 監 事）新システムの構築等について、学生を参加させてはどうか。人材育成の機

会にもなるのではないか。 

 事務局）今回の件では、学生の参加は考えていない。システム自体の脆弱性回避や

運用の方に注力したい。 

 委 員）情報セキュリティ学科を置く大学として、ぜひ、速やかな対応をお願いし

たい。 

 事務局）技術的な面や規則、運用など含め、足りない部分の見直しを行ってまいり

たい。 

 

【審議事項（4）】令和５年度補正予算（案）について 

  事務局より資料４に基づき、今回の補正予算により行おうとする新システムの安 
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全な運用についての検討及び脆弱性診断の内容、及び財源となる目的積立金につ 

いて説明を行い、案のとおり了承された。 

  

【審議事項（5）】第４期中期計画の変更について 

【報告事項（2）】年度計画・評価の廃止と今後の対応について 

  事務局より、審議事項（5）と報告事項（2）は密接に関連していることから、

資料８および資料６に基づき併せて説明を行い、案のとおり承認された。 

  第４期中期計画の変更については、本案により県に提出するが、現時点ではスケ

ジュールが未定であり、今後、調整を行っていく。 

 

【報告事項（3）】令和５年度卒業予定者内定取得状況について 

  事務局より資料７に基づき説明を行った。 

  

【その他】 

 委 員）学生の私生活でのトラブル解消を支援するために、例えば弁護士と契約し 

て学生が相談などをできるようなセーフティネットに関する取組みを考え 

てはどうか。 

 事務局）全学教育の中で、弁護士等の専門の方からトラブルに関するお話をしてい 

ただいている。 

 監 事）法テラスを利用してもらうのが良いのではないか。 

 事務局）学生に対するメールでの情報提供や、チラシの掲示、ホームページへの掲 

載なども検討したい。 

 

    

  

以 上    


